































































































は江島と大根島の間で、ここが定期航路になっていた。5000 ～ 6000 トンくらいの大きな船で、朝晩 2回くら
い通る。合同汽船の航路もあり、米子港・大根島・安来・松江・境港・美保関を定期便で一日 3往復くらいす
る。船は中海の主要な交通機関で、松江に行くにも、自動車が普及していない頃は鉄道を使うより船で行った
ほうが早かった。松江の船着き場は大橋川のところにあった。貨物を鉄道に積み替える拠点になっていたのは、
境港か安来だった。
　彦名町の沖合は海底が岩場になっているところがある。米子港に入る貨物船が浅いところを通ると、この岩
に乗り上げて座礁し、動けなくなるので、船の錨を別の小船に乗せかえて、遠くに持って行っておろしてやる。
それをウインチで巻いて動けるようにしてやる。そういう手伝いを周辺住民の小船がしていた。座礁した船が
漁船の場合は、お礼に魚をもらって帰るのを見たことがある。
　昔は大型船が入ってくると大きなスクリューで海中をひっかきまわす。海中に酸素をとりこむから、浄化の
作用があったのではないか。干拓工事が本格化した昭和 30 年代半ばくらいから、中海が変わってきた。下水
道も整備され、中海に入る水も綺麗になってきた。それでも海が綺麗にならないのは、中海干拓工事で作られ
た堤防があるから。昔は弓浜半島を途中で切って水路を作るということも計画されたことがあったが、地域が
分断されてしまうので実現しなかった。
　宍道湖に流れ込む斐伊川水系は奥が深く、大水が出ると宍道湖の水があふれるというので、中海につながる
大橋川を拡幅するという計画がある。だが、その水が一気に中海に流れ込んできたときに、干拓工事の堤防で
せき止められているので、この弓浜半島が最初に水没してしまう恐れがある。かつて堤防がなかったころは、
大雨で水位は上がっても浸水はなかった。中海を元通りにするのなら、堤防を撤去しないと元には戻らない。
